
かかりつけ医を持っていない、何科に行って
いいかわからない方は、まず脳神経内科をご
利用くださるのも一手です。脳神経内科以外
での検査や治療が必要な時は、適切な科や医
療機関にご紹介しています。
また、脳卒中などで急性期病院を退院された
方で、急性期病院の外来に通うのが困難な方も、
診療情報提供書を持って当科外来にご相談ください。
経過観察とお薬の処方をいたします。

アルペン競技日本一に。
世界を舞台にさらなる飛躍を誓う

堺 麻里杏さん
さかい　ま　り　あ

　

今
年
２
月
に
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た「
第
80
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
」。ア
ル
ペ
ン

大
回
転
少
年
女
子
で
、堺
麻
里
杏
選
手（
富
山
第
一
高

校
）が
見
事
、日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

堺
さ
ん
は
、２
年
前
に
右
膝
前
十
字
靭
帯
断
裂
と
半

月
板
損
傷
を
負
い
、当
院
で
２
度
の
手
術
・
リ
ハ
ビ
リ
を

経
験
。「
競
技
復
帰
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
な
時

期
も
過
ご
し
ま
し
た
。そ
ん
な
な
か
で
も
、担
当
の
岩

澤
先
生
を
は
じ
め
、理
学
療
法
士
や
病
院
関
係
者
の
皆

さ
ん
が
親
身
に
寄
り
添
っ
て
く
だ
さ
り
、ま
た
一
か
ら

頑
張
ろ
う
と
前
を
向
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

５
年
来
の
担
当
医
で
あ
る
岩
澤
智
宏
医
師
は
、堺
さ

ん
の
こ
と
を「
と
に
か
く
負
け
ず
嫌
い
で
前
向
き
な
性

格
」と
語
り
ま
す
。ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
を
担
当
し
た
福
田

純
平
理
学
療
法
士
は
、「
非
常
に
ス
ト
イ
ッ
ク
！
頑
張

り
す
ぎ
て
再
受
傷
し
な
い
よ
う
、細
か
く
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
調
整
し
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

堺
さ
ん
に
と
っ
て
、高
校
生
活
最
後
の
タ
イ
ト
ル
と

な
っ
た
こ
の
大
会
。岩
澤
医
師
は
富
山
県
選
手
団
の
帯

同
ド
ク
タ
ー
と
し
て
現
地
へ
赴
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
大
ケ
ガ
と
手
術
、リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越
え
て
き
た
彼

女
か
ら
、大
会
直
前
に『
必
ず
優
勝
す
る
』と
メ
ー
ル
が

届
き
ま
し
た
。有
言
実
行
で
優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
、

担
当
ト
レ
ー
ナ
ー
と
共
に
思
わ
ず
涙
が
溢
れ
ま
し
た
」

　

結
果
に
つ
い
て
堺
さ
ん
は「
病
院
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

つ
か
み
取
っ
た
優
勝
！
結
果
を
残
せ
た
こ
と
で
、や
っ
て

き
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」。今
後
は
、「
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
日
本
人

で
世
界
一
に
輝
い
た
人
は
未
だ
い
ま
せ
ん
。壁
は
高
い
で

す
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝
す

る
こ
と
が
目
標
で
す
！
」と
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
ま

す
。西
能
病
院
ス
タ
ッ
フ
一
同
、応
援
し
て
い
ま
す
！

手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越
え
、

ア
ル
ペ
ン
大
回
転
で
日
本
一
に
！

強
い
意
思
で
つ
か
み
取
っ
た
優
勝

患
者
さ
ん
の
ほ
っ
こ
り
す
る

お
話
を
お
届
け
し
ま
す
。

Congratulations!!

ケガに悩む方へメッセージ
ケガや不安を抱えていても、見えないところで応援して
くれている人たちがいるはず。乗り越えた先で喜び合え
る景色はきっと最高です！時間をかけてもいいのでケガ
と向き合って、スポーツを思いっきり楽しんでください！

大ケガから復帰した国内トップ
レベルのアスリートの、メンタ
ルの強さに敬服。患者さんから
教えてもらうことが、まだまだ
たくさんありますね。

岩澤智宏医師

西
能
病
院
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
る

皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

ケ
ガ
や
障
害
で
お
悩
み
の
方
、

五
省
会
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
力
に
な
り
ま
す
。

雪
が
舞
う
中
で

　

２
シ
ョ
ッ
ト
！

これまでも専門医による脳神経外科診療と、MRI検査を行ってきた
西能みなみ病院。2026年1月からは、専門医の平尾正人医師が
加わり、脳と神経の診療体制がさらに充実しています！

診療で大切にしているのは、時間をかけて患者さんや
ご家族のおっしゃることをよく聞き、尋ねること。
その上で患者さんにどのような神経学的異常所見があるのか、
五感を使って確かめ、診断することです。
心配な症状がある方は、ぜひお気軽にご相談ください。

私はこの病気を一つの「体質的な特性」と捉え
るようお勧めしています。今は医療が進歩し、適
切な治療を続けることで健康な人と変わらない
生活を送ることができます。これを「社会的寛
解」と言い、自己免疫疾患における大切な治療
目標だと考えています。「治癒」と「寛解」という
言葉の違いを正しく認識することは、この病気と
向き合う上で特に重要なことです。
患者さんご自身が幸せかどうかを大切に、
病気と上手に付き合い、明るく前向きに毎
日を過ごしていく方法を一緒に考えていき
ましょう。

どのような初期症状が多い？
あたま痛、めまい、ふらつき、歩行障害、頻回な転倒、しび
れ、手足の震え、もの忘れ、気分の沈みがひどい、性格が変
わった、ろれつが回らない、言葉に詰まる、睡眠の異常、い
びき、無呼吸症候群など多岐にわたります。

A
Q

A
Q

A
Q

どのような病気を扱う科？
脳神経内科は、脳、脊髄、神経、筋肉などに起こる
不具合を、内科的に診断し、お薬やリハビリで治療す
る診療科です。
代表的な疾患：脳血管障害、てんかん、パーキンソン病、
　　　　　　　認知症、その他の神経難病

脳神経外科と何が違うの？
現在の医療では、専門性の垣根は低くなっており、
両科が密に連携しています。どちらを受診しても適切な
診療につなげます。

北海道大学医学部卒
1985年～2014年 「平尾内科医院」二代目院長
日本神経学会認定 神経内科専門医
日本内科学会認定 総合内科専門医
日本医師会認定 産業医
安全衛生技術試験協会認定 労働衛生コンサルタント

脳神経内科が知りたいっ！

代表的な疾患：関節リウマチ、全身性エリテマトーデス（SLE）、
　　　　　　　強皮症、多発性筋炎など

“脳のかかりつけ医”
として

脳神経
内科

他の
機関

脳神経
外科

西能病院
内科

富山大学
附属病院

西能
クリニック
リウマチ科

脳神経内科外来を新設しました

脳神経外科
M R I
脳神経内科

New!

まずはご相談ください！
最適な治療ルートを
ご提案します。

おかしいな？と思ったら、
気軽に脳神経内科を受診してみよう！

脳神経内科

金曜日 午前����～������午後����～����
火曜日 午後����～����

平尾 正人医師Profile

2011年　北海道大学大学院医学研究科修了 医学博士
2012年　スイスチューリッヒ大学病院リウマチ科 研究員
2015年　北海道大学病院内科II 助教
2021年　北海道大学病院内科II（リウマチ・腎臓内科）講師
2024年　富山大学学術研究部医学系内科学第一講座 教授

その違和感、脳や神経が原因かもしれません！

リウマチ・膠原病
専門診療が受けられます

の

毎月第２月曜
こうげんびょう

2026 年 4月 13日より、富山大学附属病院第一内科教授・
加藤将医師による外来がスタートします。

病気が発覚しても悲観しないで。
「体質」と捉えることを勧めています！

早期発見・早期に適切な治療を行うことが大切！
　自己免疫疾患は、早期に発見し適切な治療を行うことで、寛解（症状が落ち着いた状
態）に至る確率が高まります。一方で、治療が遅れると関節の変形や、肺や腎臓などの合
併症につながり、治療が難しくなることもあります。「最近疲れがとれにくい」「指先がこ
わばる」そんな変化を感じたら早めの受診をお勧めします。

　西能病院では、内科・整形外科が連携し、患者さん
の状態に応じた治療を行っています。内科では、全身状
態を踏まえた投薬治療を中心に、整形外科では関節や
骨の専門的な診療に加え、リハビリ・手術にも対応して
います。また、必要に応じて富山大学附属病院とも連
携し、より専門的な治療につなげています。

院内外のスムーズな連携と専門的アプローチが可能に

内科（リウマチ・膠原病）
毎月第２月曜 午前����～�����

本来、細菌などから体を守る「免疫」が、誤って自分自身を攻撃し、
全身の血管や関節などに慢性的な炎症を引き起こす病気の総称です。

自己免疫疾患 膠原病って？
こうげんびょう

・日本人の 100 人に1人が発症。その 8割は女性。
・働き世代、子育て世代（30～60 代女性）の発症率が高い。

自己免疫反応 体の中で
炎症反応が起こる自己の免疫が正常な細胞や

組織を攻撃してしまう

・関節痛  ・倦怠感  ・発熱
・体重が急激に減る　
・体がこわばる　
・指先が白色～紫色になる…など

現れる
症状は
人それぞれ

ピ
ア
ノ
が
趣
味
！

当院は、MRIを完備しているため、
受診当日に脳の状態を確認できます。

♪

♫

加藤 将医師Profile

か   とう   まさる

ひら   お    まさ   と

月
に
１
回
、
診
察
に
ま
い
り
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！
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